
家庭との      地域との 

連携        連携 
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子どもたちの学力向上のために 宕 陰 を 心 の ふ る さ と に 

 

 

子どもを                京都市民 

共に育む ↗             憲章の実践 

宕 陰 地 域 の 活 性 化 

共に学び，共に伸びようとする 

     小中一貫した校風づくり 

一人一人が輝き、 

ふるさとへの誇りと愛着をもった 

人間性豊かな子どもの育成 

◇ユニバーサルデザイン視点の授業 

◇主体的に高め合う学習の促進 

◇行事等での表現力の活用 

◇個に応じた指導の推進 

◇ＬＤ等の子どもへの学力面の支援 

◇学習規律の徹底と学習形態の統一 

◇ベテラン教員による若手教員への支援 

◇小中校内研究委員会の活性化 

◇９年間を見通した学習指導・生徒指導 

◇校内授業研の充実、他校の研発等への参加 

◇各教科での言語活動の充実 

◇算数・数学科での記述・表現活動の充実 

 

◇協働活動の促進 

◇地域貢献する取組の充実 

◇情報の発信（学級便り・ＨＰ等） 

◇地域行事への参加の促進 

◇たてわり活動の活性化 

◇心をたがやす教育の充実 

◇地元食材を生かした食教育の充実 

 

◇地域の人材と自然の活用 

◇体験学習・体験活動の充実 

◇児童生徒会活動・和太鼓活動の活性化 

◇教育環境の整備 

◇挨拶・調和のとれた生活習慣の励行 

 

 

児童生徒 自らの元気な挨拶。積極的な

行動。言語活用能力・数学的な考え方の

伸長。コミュニケーション力の向上。 

挨拶の励行。適切な生活習慣の確立。自主自

律、責任感、思いやり、規範意識、公共心、自己

有用感、協働姿勢、人権意識の醸成。 

コミュニケーション力、学習規律、思考力・判断

力・表現力の向上。言語についての知識・理解・

技能、数学的な考え方の活用。 

継承と         職責の 

改革          遂行 

教職員            不断の 

集団の ↗          自己改善 

 

教職員  学校組織力の強化。学習指

導力・生徒指導力の向上。教育活動

の連続性・創造性の推進。 

保護者 家庭での自学自習の習慣づ

け。児童生徒の生活自立の支援。挨

拶・言葉遣い・礼儀等の助言。 

地域 地域の活性化。後継者の育成。

移住家族の受け入れ。小中学校の存

続。 

現
状
・
課
題 

目
標 

運営委員会の充実 

・プレジョイプロ，ジョイプ

ロ，確プロの結果分析 

・宕陰型指導の検討 

・若手教員の育成 

 

学校運営協議会の充実 

・学校評価の検討 

・学校評価結果の分析 

・保護者・地域住民との

協働 

 


